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「
古
代
語
の
し
る
べ
」
第
八
回

ソ
ソ
ロ
ケ
シ

［
渋
］

蜂

矢

真

郷

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』(

以
下
『
上
代
編
』
と
示
す)

に
項
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ソ
ソ

ロ
ケ
シ

[

渋]

と
い
う
形
容
詞
が
奈
良
時
代
末
に
あ
る

(

片
仮
名
の
左
傍
線
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
乙
類

を
表
す
、
以
下
同
様)

。

麁
澁
澁
字
不
是
正

宜
為
澀
字

上
荒

下
之
夫
之

曽
〻
呂
氣
之

（
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』）

〔
麁
澁
澁
字
は
是

正
な
ら
ず
、
宜
し
く
澀
字
と
為
べ
し
、
上
（
「
麁
」
字
）
は
荒
し
、
下
（
「
澁
」
字
）
は
之
夫
之
、
曽
〻
呂
氣
之

〕

こ
れ

せ
い

よ
ろ

す

シ

ブ

シ

ソ

ヽ

ロ

ケ

シ

｢

不
…
正
」
を
、「
正
し
か
ら
ず
」
と
訓
む
と
、
間
違
っ
て
い
る
意
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、｢

俗

た
だ

よ

字
」
に
対
す
る
「
正
字
」
で
は
な
い
意
で
あ
る
の
で
、「
正
な
ら
ず
」
と
訓
む
の
が
よ
い
。「
澀
」
が
正
字
、

せ
い

｢

澁
」
が
俗
字
（
「
渋
」
は
「
澁
」
の
略
字
）
と
い
う
関
係
で
あ
る
。

『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
は
、
音
義
書
（
な
い
し
音
義
）
と
呼
ば
れ
る
文
献
で
あ
る
。

音
義
書
と
は
、
元
々
中
国
に
お
い
て
、
漢
文
で
書
か
れ
た
仏
典
・
漢
籍
か
ら
字
句
を
抽
出
し
、
そ
の
字

句
に
対
し
て
、
音
注
（
漢
字
の
音
読
み
に
つ
い
て
の
注
）
や
義
注
（
漢
字
の
意
味
に
つ
い
て
の
注
）
を
記

し
た
も
の
で
あ
り
、
音
注
の
「
音
」
と
義
注
の
「
義
」
を
合
わ
せ
て
『
～
音
義
』
と
い
う
書
名
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
日
本
で
作
ら
れ
た
音
義
書
は
、
基
本
的
に
仏
典
か
ら
字
句
を
抽
出
し
、
音
注
や
義
注
と
と
も

に
、
多
く
は
さ
ら
に
訓
注
（
漢
字
の
訓
読
み
に
つ
い
て
の
注
）
を
も
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
に
つ
い
て
は
、
岡
田
希
雄
氏
「
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
倭
訓
攷
」（
「
國
語
・

國
文
」

-

３
［1

9
4
1.
3
]

、
後
に
単
行
書
［1

96
2
.
1

京
都
大
学
国
文
学
会]

)

、
小
林
芳
規
氏
「
新
譯
花
厳

11

経
音
義
私
記
解
題｣

（
古
辞
書
音
義
集
成
１
［1

97
8
.
5

汲
古
書
院]

）
に
詳
し
い
。

『
上
代
編
』
の
付
録
で
あ
る
「
資
料
解
説
」
の
「
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
」
の
項
は
「
撰
述
の
年
代
は
奈

良
時
代
末
期
か
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
初
期
で
あ
ろ
う
。」
と
し
て
い
る
が
、
小
林
氏
は
「
本
邦
人
の
手

の
加
わ
っ
た
音
義
書
と
し
て
は
、
現
存
す
る
最
古
の
書
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」「
本
書
の

書
写
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
字
体
や
和
訓
の
形
式
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
使
わ
れ
方
な
ど
か
ら
、
奈

良
時
代
と
認
め
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
る
。
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
の
上
代
特
殊
仮
名

遣
は
、『
古
事
記
』(

と
『
万
葉
集
』
巻
五
の
一
部
）
に
の
み
あ
る
モ
甲
乙
の
区
別
を
別
に
す
る
と
、｢

上
代

特
殊
仮
名
遣
は
ト
を
除
き
お
お
む
ね
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
」（
前
掲
「
資
料
解
説｣

）
と
見
ら
れ
て

い
て
（
よ
っ
て
、
先
に
「
ソ
ソ
ロ
ケ
シ
」
と
示
し
た
）
、「
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
は
奈
良
時
代
末
期

の
成
立
と
見
ら
れ
る
」（
『
日
本
語
学
大
辞
典
』［
東
京
堂
出
版
］、「
音
義
」
の
項
、
築
島
裕
氏
執
筆
）
も
の

で
あ
る
。

さ
て
、
ソ
ソ
ロ
ケ
シ
は
、
ケ
シ
型
形
容
詞
（
ケ
シ
を
末
尾
に
持
つ
ク
活
用
形
容
詞
）
の
一
つ
で
あ
る
。

ケ
シ
型
形
容
詞
に
つ
い
て
は
、
前
書
『
国
語
派
生
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』[

2
0
1
0
.
3

塙
書
房
］
〔
第
四
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篇
〕
に
詳
述
し
た
。
サ
ヤ
カ
「
…
君
が
上
は
さ
や
か
に
聞
き
つ
〈
左
夜
可
尓
伎
吉
都
〉
…｣

（
『
万
葉
集
』

き
み

う
へ

き

巻
二
十
・
四
四
七
四
）
―
サ
ヤ
ケ
シ
「
…
川
見
れ
ば
さ
や
け
く
清
し
〈
左
夜
氣
久
清
之
〉
…｣

（
『
同
』
巻

十
三
・
三
二
三
四
）
、
ス
ミ
ヤ
カ
［
速]

「
救(

ひ)

て
速

カ
に
滅
タ
令
む
。
」(

西
大
寺
蔵

『
金
光
明
最
勝
王

ス
ク
テ
反

ス
ミ
ヤ

ケ

シ

経
』
平
安
初
期
点
・
春
日
政
治
氏
釈
文
）
―
ス
ム
ヤ
ケ
シ
「
…
速
け
く
〈
須
牟
也
氣
久
〉
は
や
帰
り
ま
せ

す
む
や

か
へ

…
」（
『
万
葉
集
』
巻
十
五
・
三
七
四
八
、
ミ
―
ム
の
母
音
交
替
）、
ア
カ
ラ
カ
「
丹
ラ
カ
に
暉
レ
る
こ
と
頻

ア
カ

(

て)

婆
果
の
如
し
」(
大
阪
青
山
大
学
蔵

『
弥
勒
上
生
経
賛
』
平
安
初
期
点
・
中
田
祝
夫･

築
島
裕
両
氏
釈
文
）
―
ア

カ
ラ
ケ
シ
「
…
端
つ
土
は
膚
赤
ら
け
み
〈
波
陁
阿
可
良
氣
美
〉
…｣

（
『
古
事
記
』
応
神
・
歌
謡
四
二
）
な

は

に

ゝ
だ
あ
か

(

〻)

ど
（
〈

〉
内
は
原
文
）
の
よ
う
な
、
カ
・
ヤ
カ
（
ヨ
カ)

・
ラ
カ
（
ロ
カ
）
を
末
尾
に
持
つ
形
容
動
詞
語

幹
と
対
応
す
る
も
の
と
、
ナ
ガ
ケ
シ
「
な
が
け
く
も
た
の
め
け
る
か
な
世(

の)

中
を
袖
に
涙
の
か
ゝ
る
身

そ
で

な
み
だ

を
も
て｣

（
『
大
和
物
語
』、
和
歌
）、
ネ
ヂ
ケ
シ
「
其
ノ

國
王
ノ

心
極
テ

ネ
ヂ
ケ
ク
テ｣

（
『
今
昔
物
語
集
』
巻

四
・
三
十
一
話)

、
ツ
ユ
ケ
シ
「
ひ
と
り
寝
る
床
は
草
葉
に
あ
ら
ね
ど
も
秋
く
る
よ
ひ
は
露
け
か
り
け
り｣

つ
ゆ

（
『
古
今
和
歌
集
』
一
八
八
）
な
ど
の
よ
う
な
、
そ
の
対
応
を
持
た
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
前
者
を
一
次
的

ケ
シ
型
と
、
後
者
を
二
次
的
ケ
シ
型
と
呼
ん
だ
が
、
二
次
的
ケ
シ
型
は
上
代
に
見
当
た
ら
な
い
。

ソ
ソ
ロ
ケ
シ
は
、
そ
れ
と
対
応
す
る
形
容
動
詞
語
幹
ソ
ソ
ロ
カ
の
例
が
見
ら
れ
る
の
で
、
一
次
的
ケ
シ

型
に
入
れ
ら
れ
る
。
ソ
ソ
ロ
カ
の
例
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
略
）
不
滑
也

曽
〻
呂
加
奈
利

（
『
新
撰
字
鏡
』）

[

澀]

〔
澀
（
略
）
滑
ら
か
な
ら
ざ
る
な
り
、
曽
〻
呂
加
奈
利

〕

な
め

ソ

ヽ

ロ

カ

ナ

リ

ソ
ヽ
ロ
カ
ナ
リ

踈
苛
毛
已
上
同

（
『
色
葉
字
類
抄
』
黒
川
本
）

[

澀]
[

刺

疎]

『
新
撰
字
鏡
』『
色
葉
字
類
抄
』
の
「
淴
」（
「

」）
字
は
、
水
の
湧
き
出
る
音
、
な
い
し
、
水
の
流
れ
の

速
い
さ
ま
を
表
す
字
で
あ
る
が
、
「
不
滑
也

」
の
意
と
は
合
わ
な
い
の
で
、
本
来
「
澀
」
字
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
。

ま
た
、
名
詞
ソ
ソ
ロ
の
例
も
あ
る
。

レ

唐
韻
云

（
略
）
曽
〻
呂

説
文
鷙
鳥
食
已
吐(

二)

其
皮
毛
如(

一

)

丸
也
（
『
和
名
類
聚
抄
』
伊
勢
十
巻
本

(

―)
(

―)

七

、｢

」
の
項
）

〔
唐
韻
に
云
は
く
、

（
略
）
曽
〻
呂

、
説
文
に
、
鷙
鳥
、
食
ひ
已
り
其
の
皮
毛
の
丸
き
如
き
を
吐

い

き

ソ

ヽ

ロ

し

て
う

く
ら

を
は

く
也
〕（

略
）
ソ
ヽ
ロ
（
平
上
○
）
下
正

（
『
類
聚
名
義
抄
』
観
智
院
本
・
仏
下
末
一
八[

ウ]

）

10

『
和
名
類
聚
抄
』
の
例
は
、「

」
字
に
訓
「
曽
〻
呂

」
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
『
唐
韻
』
に
「

｣

ソ

ヽ

ロ

と
あ
る
が
、
同
じ
く
『
説
文
』
に
、
鷹
な
ど
猛
禽
類
の
鳥
を
表
す
「
鷙
鳥
」
が
他
の
動
物
を
食
べ
終
わ
り

そ
の
皮
や
毛
を
丸
い
形
に
し
て
吐
き
出
し
た
も
の
を
「

」
と
言
う
、
と
あ
る
意
で
あ
る
（
補
っ
た
返
点

は
、
狩
谷
棭
斎
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』
に
よ
っ
た
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
の
「

」
の
項
が
引
く
『
説
文
』

の
例
と
同
じ
で
あ
る
〔
後
に
引
く
『
岩
波
古
語
辞
典
』
と
は
少
し
異
な
る
〕
）
。
な
お
、『
大
漢
和
辞
典
』

(
｢

」
の
項
）
は
、｢

鷹
鸇
な
ど
の
猛
禽
が
鳥
獣
を
食
ひ
終
つ
て
吐
き
出
し
た
皮
毛
の
、
丸
い
形
を
し
て
ゐ

（
よ
う
せ
ん
）

る
も
の
。」
と
し
て
い
る
（
「
鸇
」
は
、
は
や
ぶ
さ
の
意
で
あ
る
）。
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そ
し
て
、『
類
聚
名
義
抄
』
の
例
の
、
ア
ク
セ
ン
ト
お
よ
び
清
濁
を
表
す
声
点
（｢

平
」
は
低
い
ア
ク
セ

し
ょ
う
て
ん

ン
ト
、｢

上
」
は
高
い
ア
ク
セ
ン
ト
、｢

○
」
は
声
点
が
な
い
こ
と
を
示
し
、
声
点
が
二
つ
あ
る
双
点
の
も

の
は
濁
音
で
あ
る
こ
と
を
表
す
が
、
こ
の
例
は
単
点
で
あ
る
）
に
よ
る
と
、
ソ
ソ
ロ
［

］
の
第
二
音
節

は
清
音
と
見
ら
れ
る
。

他
方
、
ソ
ゾ
ロ
［
漫
］
「
こ
の
君
の
、
か
く
そ
ゞ
ろ
な
る
精
進
を
し
て
お
は
す
る
よ
」（
『
蜻
蛉
日
記
』
）

き
み

し
や
う
じ

は
、
ス
ズ
ロ
［
漫
］「
漫
〻
ス
ヾ
ロ

（
平
上
上
）
」（
『
類
聚
名
義
抄
』
図
書
寮
本
・
二
四
、「
上
」
の
右
傍
線
は
、

遊

ず
し
ょ
り
ょ
う

声
点
が
双
点
〔
濁
音
を
表
す
〕
で
あ
る
こ
と
を
、「
遊
」
は
出
典
が
『
遊
仙
窟
』
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）
と

の
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
、
ソ
ゾ
ロ
［
漫
］
の
第
二
音
節
は
濁
音
と
見
ら
れ
、
よ
っ
て
、
ソ
ソ

ロ
［

］
と
は
清
濁
が
異
な
り
、
別
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
右
の
ソ
ソ
ロ
カ
［
渋
］
と
は
別
に
、
ソ
ソ
ロ
カ
［
聳
］
「
た
け
だ
ち
、
そ
ゝ
ろ
か
に
物
し
給
ふ

も
の

た
ま

に
、
太
さ
も
あ
ひ
て
、
い
と
宿
徳
に｣
（
『
源
氏
物
語
』
行
幸
）
の
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
動
詞
ソ
ソ
ル

ふ
と

し
う
と
く

[

聳
］｢

…
白
雲
の
千
重
を
押
し
別
け

天
そ
ゝ
り
〈
安
麻
曽
〻
理
〉
高
き
立
山
…｣

（
『
万
葉
集
』
巻
十
七
・

し
ら
く
も

ち

へ

お

わ

あ
ま

た
か

た
ち
や
ま

四
〇
〇
三
）
が
接
尾
辞
カ
を
伴
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
そ
り
立
つ
よ
う
に
丈
が
高
い
さ
ま
を
表
す
も
の

で
あ
る
の
で
、
ソ
ソ
ロ
カ
［
渋
］
と
は
意
味
が
異
な
っ
て
い
て
、
別
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

右
に
挙
げ
た
ソ
ソ
ロ
ケ
シ
［
渋]

・
ソ
ソ
ロ
カ
［
渋]
・
ソ
ソ
ロ
［

］
の
例
か
ら
見
て
、
ソ
ソ
ロ
ケ
シ

[

渋
］
は
、
口
や
喉
を
通
り
に
く
い
よ
う
に
、
な
め
ら
か
で
な
く
、
す
ら
す
ら
と
は
進
ま
な
い
さ
ま
を
表
す

と
考
え
ら
れ
る
。｢

渋
（
澁
・
澀
）」
字
は
、｢

渋
滞
」
の
「
渋
」
で
も
あ
る
。『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』

の
「
澁
」
字
の
別
訓
で
あ
る
シ
ブ
シ
［
渋
］
は
、
味
覚
の
一
種
を
表
す
が
、
口
や
喉
を
す
ら
す
ら
と
は
通

ら
な
い
意
で
も
あ
る
。『
新
撰
字
鏡
』
の
ソ
ソ
ロ
カ
「

」
字
の
例
に
は
「
不(
レ)

滑
也
」
と
い
う
義
注
も
あ

[

澀]

り
、
な
め
ら
か
で
な
い
意
で
あ
る
。『
和
名
類
聚
抄
』
の
ソ
ソ
ロ
［

］
の
例
も
、
鷹
な
ど
が
食
べ
終
わ
っ

た
も
の
が
、
全
て
は
口
や
喉
を
す
ら
す
ら
と
は
通
ら
な
い
で
皮
や
毛
を
丸
く
し
て
吐
き
出
し
た
も
の
が
、

ソ
ソ
ロ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
口
や
喉
を
す
ら
す
ら
と
は
進
ま
な
い
こ
と
の
結
果
を
表
し
て
い
る

と
言
え
る
。

前
掲
岡
田
氏
は
、

澁
字
の
今
一
つ
の
訓
ソ
ゾ
ロ
ケ
シ
は
恐
ら
く
ソ
ゾ
ロ
此
の
語
、
古
く
ソ
ゾ
ロ
と
な
つ
て
居
た
か
、
ソ
ソ
ロ
で

あ
つ
た
か
は
、
明
言
で
き
な
か
ら
う
。
類
聚
名
義
抄
仏
下
末
一
八
は
声
点
を
指
し
乍
ら
、
濁
点
と
は
し
て
居
な
い

か
ら
出

た
形
容
詞
で
ソ
ゾ
ロ
ハ
シ
、
ソ
ゾ
ロ
ガ
マ
シ
な
ど
、
似
た
語
で
あ
ら
う
が
、（
松
井
博
士
の
国
語

辞
典
に
漏
れ
る
）
後
の
新
撰
字
鏡
、
類
聚
名
義
抄
、
字
鏡
集
な
ど
の
索
引
に
も
見
え
な
い
。
さ

て
ソ
ゾ
ロ
ケ
シ
の
仮
名
は
、（
略
）
ソ
ソ
ロ
の
ソ
ソ
も
安
麻
曾
曾
利
万
葉
集
一
七
ノ
四
〇
〇
三

の
ソ
ソ

と
同
義
と
す
れ
ば
、
曾
々
で
可
い
訳
で
あ
る
。
但
し
不
明
で
あ
る
。

〔
割
注
の
形
は
一
行
に
示
す
。
ま
た
、『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』『
万
葉
集
』
の
引
用
の
他
は
、

旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。〕

と
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ソ
ゾ
ロ
ケ
シ
で
な
く
ソ
ソ
ロ
ケ
シ
と
し
て
、
ソ
ゾ
ロ
［
漫]

と
も
ソ
ソ
ル
［
聳
］
と
も
異
な
る
と
見
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、『
岩
波
古
語
辞
典
』〔
初
版
・
補
訂
版
〕［
岩
波
書
店
］
は
、

そ
そ
ろ
［

］

鷹
が
鳥
を
食
べ
終
っ
て
、
そ
の
毛
を
吐
き
出
し
た
も
の
。
「

、
和
名
曾
々
呂

（
ろ

）、
鷙
鳥
食
已
吐
二

其
皮
毛
一

如
レ

丸
也｣

〈
和
名
抄
〉

―
か
［
淴
か
・
粗
か
］

け
ば
立
ち
、

そ
そ
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な
め
ら
か
で
な
い
さ
ま
。｢

淴
、
不
レ

滑
也
、
曾
曾
呂
加
奈
利(

か
な
り

）
」〈
新
撰
字
鏡
〉。｢

淴
・

そ
そ
ろ

疎
・
苛
毛
、
ソ
ソ
ロ
カ
ナ
リ
」
〈
伊
呂
波
字
類
抄
〉

―
け
・
し
［
麁
け
し
］
〔
形
ク
〕

荒
い

さ
ま
で
あ
る
。「
麁
・
荒
、
曾
曾
呂
気
之(

け
し

)

」〈
華
厳
音
義
私
記
〉
†sösörökësi

そ
そ
ろ

と
し
て
い
る

（
†
印
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
意
、
ö
・
ë
は
乙
類
を
表
す
）
が
、『
新
訳
華
厳
経
音
義
私

記
』
の
ソ
ソ
ロ
ケ
シ
の
訓
は
、｢

麁
・
荒
」
字
に
対
し
て
で
は
な
く
「
澁
」
字
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
る
点

で
、
正
し
く
な
い
と
見
ら
れ
る
。｢

麁
・
荒
」
字
に
対
す
る
訓
と
見
た
結
果
が
「
荒
い
さ
ま
で
あ
る
。」
意

で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
も
些
か
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』〔
初
版
・
第
二
版
・
精
選
版
〕［
小
学
館
］
は
、

そ
ぞ
ろ
け
・
し
［
漫
―
］〔
形
ク
〕(

｢
け
し
」
は
接
尾
語
）
そ
び
え
立
つ
よ
う
に
高
い
。
背
丈
な

ど
が
き
わ
め
て
高
い
。

と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
「
そ
ぞ
ろ
け
・
し
」
の
よ
う
に
第
二
音
節
を
濁
音
と
す
る
の
も
、「
漫
」
字
を
当

て
る
の
も
、
ソ
ゾ
ロ
［
漫
］
と
と
も
に
と
ら
え
た
こ
と
に
よ
る
と
見
ら
れ
、
ま
た
、「
そ
び
え
立
つ
よ
う
に

高
い
」
意
な
ど
と
し
て
い
る
の
は
ソ
ソ
ル
［
聳
］・
ソ
ソ
ロ
カ
［
聳
］
と
と
も
に
と
ら
え
た
こ
と
に
よ
る
と

見
ら
れ
て
、
先
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
い
ず
れ
の
と
ら
え
方
に
も
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、『
岩
波
古
語
辞
典
』
は
、
ソ
ソ
ロ
ケ
シ
［
渋
］
を
ソ
ゾ
ロ
［
漫
］
と
も
ソ
ソ
ロ
カ
［
聳
］
と
も
別
語

と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

以
上
、
ソ
ソ
ロ
ケ
シ
［
渋
］
は
、
奈
良
時
代
末
の
例
と
見
ら
れ
、
ケ
シ
型
形
容
詞
の
例
で
あ
っ
て
、
ソ

ソ
ロ
カ
［
渋
］
・
ソ
ソ
ロ
［

］
と
の
関
係
な
ど
に
お
い
て
重
要
な
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、『
上

代
編
』
に
項
を
立
て
る
の
が
よ
い
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、『
上
代
編
』
に
、

そ
ぞ
ろ

ソ
ゾ
ロ
カ
・
ソ
ゾ
ロ
ケ
シ
な
ど
の
語
幹
。
そ
わ
そ
わ
し
て
落
ち
着
か
ぬ
さ
ま
を
い
う

か
。「
麁
渋
下
之
夫
之

曾
〻
呂
気
之

」(

華
厳
経
音
義
私
記
）「

不
レ

滑
也

曾
〻
呂
加
奈
利

」(

新
撰
字
鏡
）

シ

ブ

シ

そ

ぞ

ろ

ケ

シ

そ

ぞ

ろ

カ

ナ

リ

【
考
】
の
ち
に
は
ソ
ゾ
ロ
ハ
シ
・
ソ
ゾ
ロ
ガ
マ
シ
と
も
い
う
。
名
義
抄
に
「
漫
ス
ズ
ロ

・
軟
車
ス

ズ
ロ
ナ
ル
ク
ル
マ

・
無
端
ス
ズ
ロ
ニ

」、
遊
仙
窟
に
「
漫

行

来
」
な
ど
と
見
え
る
。

ス
ス
ロ
ア
ル
キ
シ
テ

と
あ
る
こ
と
も
修
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
見
出
し
、
お
よ
び
、
用
例
の
振
り
仮
名
は
「
そ
ぞ
ろ
」

を
「
そ
そ
ろ
」
と
改
め
る
。
意
味
の
記
述
を
改
め
、
右
の
【
考
】
は
削
除
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、

そ
そ
ろ

ソ
ソ
ロ
カ
・
ソ
ソ
ロ
ケ
シ
の
語
基
。
口
や
喉
を
通
り
に
く
い
よ
う
に
、
な
め
ら
か
で

な
く
、
す
ら
す
ら
と
は
進
ま
な
い
さ
ま
。
漫
ロ
・
聳
ル
と
は
別
語
と
見
る
の
が
よ
い
。

ソ
ゾ

ソ
ソ

と
す
る
の
が
よ
い
。
さ
ら
に
、
和
名
類
聚
抄
・
類
聚
名
義
抄
に
名
詞
ソ
ソ
ロ
の
例
が
あ
る
こ
と
を
【
考
】

に
記
す
の
が
よ
い
か
と
見
ら
れ
る
。
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